
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 春号・通算第 216 号 発行責任者：新津クラブ会長 

           

 

  ◎ クラブ連絡事項    

◎ 皆さんからの投稿  

◎ 最新情報＆行事予定            

   STAYHOME 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にいつクラブ各局、いかがお過ごしですか。コロナ禍の影響で、STAYHOMEの方も 

大勢おられると思います。各種、クラブイヘントも残念ですが、変更が生じております。 

 

クラブ各局との、アイボールが出来るように、一日でも早く、終息することを願います。 

さて、今シーズンもハムライフを楽しんでいきましょう! 

 

ロールコールは、毎週水曜日 20:30～です。(ミーティングのある週はありません) 

周波数は 145.22MHz です。 JA0YMP/新津クラブメーリングリストで、情報発信中! 

  

－1－ 

◎ 第５０回新津クラブ定期総会は、延期となります。  

◎ ミーティング：しばらくお休みです。  

◎ 6月の移動運用は中止となります。 

クラブ・メーリングを活用しましょう!! 



 

 

 

2020 年度もよろしくお願いします 

 
JA0EMS/錦織喜和 

 

新津クラブの皆様、お元気に無線を楽しんでいることと思います。 

２０２０年度は新型コロナウイルスの影響を受けたスタートとなりました。 

 

３月のミーティングを中止、第５０回定期総会は無期延期し、４月は大丈夫かと思った 

ミーティングも中止を余儀なくされています。 

６月の移動運用も残念ですが、中止となります。 

 

また、大きくみれば、２０２０東京オリンピック、パラリンピックが来年に延期されたり、各地のイベント

が軒並み中止に追い込まれています。 

しかしながら、私達のアマチュア無線では、ハムフェアや各クラブのミーティング等は中止をして 

いますが、コンテスト等は新型コロナウイルスの影響を受けずに済みます、週１回のロールコールに

は１０局前後の局が参加してくれています。 

ミーティングのように顔を合わせての会話ができず、やや一方的な話で終わってしまいますが、 

それでもお互いの近況を知ることができます。 

 

この特権を利用しない手はないと思います。コンテストに参加したり、ＦＴ８等のモードに挑戦を 

してみたりしてみませんか？ 

早く総会の開催が出来き、移動運用が出来るようになることを祈りつつ、日々の活動をやって 

いきましょう。 

 

最後になりましたが、総会が開催されるまで、昨年度の役員が引き続きさせていただきますこと 

をお許し下さい。 

ｃｕ ｏｎ ｔｈｅ ａｉｒ、７３ ＆ ８８ 

 

 

2020年 役員体制は、定期総会が延期となっていますので、暫定的になります。 

旧役員体制で、しばらく運用させて頂きます。 

 

会長: JA0EMS/錦織 (コンテスト)      副会長: JH0OPR/森田 

理事: JA0BUH / 田中 (ミーティング)  理事: JR0NVX / 帆苅 (IT担当・移動)  

理事: JF0DTN / 落合 (移動)        会計: JG0PXL / 井浦 (会計) 

役員: JG0OJC / 古谷 (移動・ロールコール) 

監事: JH0JVA / 高橋 (監査・会報)         JA0YI  / 落合 (会場) 

 

 

－２－ 

 



※ 上から四つ目の □を、チェックします。 

※ 備考欄に「デジタル・・」の一文を記入します。 

 

 

総務省は 4 月 21 日、無線局免許手続規則などの一部を改正し官報で公布しました。 

 

※ 1.9MHz帯と 3.5MHz帯アマチュアバンドの拡張(周波数の追加割り当て)が実現しました。 

※ 無資格者による体験運用の機会を拡大 

今回の改正により年齢制限は撤廃され、通信の相手方をアマチュア局全般に拡大。誰でも「無線 

技術に対する理解と関心を深めるため社団が行事等の開催に伴い臨時に開設するアマチュア局」 

から有資格者のもとで交信ができるようになりました。 

※ アマチュア局の免許手続きの簡素化 

FT8デジタルモードのように、アマチュア無線機の外部入力端子に附属装置(PC)を接続する場合の 

変更申請手続きが簡素化されました。 

指定事項に変更が生じなければ「無線局事項書及び工事設計書」の備考欄に「デジタルモード運用の 

ため附属装置 (PC) を接続」などと記入することで、送信機系統図や附属装置の諸元表の提出が 

不要になりました。 

また現在、附属装置の接続で FT8などのデジタルモードの免許を受けている局が、新たに別のデジタル 

モード(例えば FT4など)を追加する場合、指定事項に変更がなければ特別な手続きは不要になりました。 

なお、今回の改正より、工事設計書は省略できるようになりました。 

申請書の見本は、以下のようになります。 
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JAΦ-OSO コンテスト奮戦記 

船木正昭 

JAΦBAJ 

4 月 11、12 の両日、移動運用で JA0-OSO コンテストに初参加。場所は移動の名所、角田山東ふもとの柿団地。 

本番の数日前に下見を兼ねて、現地の農区長さんに挨拶。 

 

（１日目：２１時開始） 

午後遅く、運用地点に到着。夕日を受けた飯豊連峰の残雪がきれいだ。小鳥のさえずりを聴きながらの設営は、すこぶる快適。

アンテナも無事立て終わり、熱カンで乾杯。あとはハンモックで、日が暮れるのを待つ。 

２１時の時報とともに、蜂の巣を突っついたように電文が飛び交う。聞いてはいたが、何とも奇妙な光景だ。必死に交信するも、

他局との差は縮まらず、飲んでも酔えない。３密状態だったバンドは、００時を過ぎると徐々に空き始めた。０２時、潮どきと見て発

電機停止。真っ暗な静けさの中で仮眠。 

 

（２日目：１２時終了） 

０３時、各バンドは何も聞こえず。ポツポツと聞こえ始めたのは、陽が昇った０６時すぎ。それでも新しい局は、ほとんどなし。やむな

く交信済みの局と、未交信のバンド探し。地味な落ち穂拾いで、時間が２、３倍にも長く感じる。疲労の度合いもピークだ。 

交信相手が途絶えた１１時頃、あきらめて店じまい。終了時間より１時間も早い。アンテナの後始末で、疲れがどっと出る。重い

足取りで山を下り、農区長さん宅に挨拶をした後、帰路についた。 

１５時間の短いようで長いコンテストは、くすぶったまま終わった。 

 

（結果） 

3.5 MHz （釣竿アンテナ）         1 局 

50  〃  （2ele HB9CV 〃 ）    3 〃 

144 〃  （10ele 八木アンテナ）   32 〃 

430 〃  （15ele    〃   ）   17 〃 

1200 〃 （12ele ループアンテナ）   7 〃  計 60 局 

 

１日目の３時間だけで５２局（全体の 9 割弱）。２日目の１２時間では、８局と交信。

最初からわかれば、日帰りにしたかも。 

運用により消費した燃料は、発電機のガソリン少々と、日本酒６合。 

 

（学習） 

●高台での運用なので、指向性アンテナまでは要らなかった。試しといえど、考察不足。 

●１局１バンド交信で終わらず、１局複数バンドでの交信を目指す方が利口だった。予習不足。 

●聞き取りにくい文字を入れた電文を作らないこと。「キラクニヤロウ コンテスト」の電文では、正しい和文通話表を使ったが、「ウ」と

「オ」の混乱が頻発（上野のウといえば「ウ」でしょう。なんで口語調に変換して「オ？」と聞き返してくるかねぇ）。 

●所定のログ用紙を使ったせいか、後半のデュプチェックに苦労。このときに、NVX さんのチェックシートがあれば、と悔やまれた。 

●OSO コンテストと、移動運用のＷデビューは欲張りすぎ。デビューはひとつで良かった。 

外で飲む酒は一段とうまく、下界でのコロナ騒動も忘れた。星空を仰ぎ、遠くに見下ろす街明かりを独り占め･･･これぞ移動運用

の醍醐味。十分堪能した。参加された JAΦYI、JAΦEMS、JGΦXWS、JRΦNVX 各局、お世話になりました。 

来年もこれに懲りず、またどこかの高台から出そうな気がします。そのときはまた、よろしくお願いします。 

ありがとうございました。                                                  以上 
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ハム雑感   名は体を表し、活性化に寄与します  JA0BUH 

▼昨今の新津クラブが非常にアクティブで有ることに一会員である私も大変に嬉しく思って 

おります。全会員の努力の賜物で有ることは論を待ちませんが、それ以上に、新入会員の 

「新しい風」による効果が大きかったことも間違いないでしょう。私がミーテング係を辞めた 

と同時にミーテングの出席者が増えたのも「新しい風」となり、これも嬉しい限りです。 

▼昨年、私にとって全く初めての二つの会合に参加いたしました。それは「新津国際交流クラ 

ブ」と「新潟交通株主総会」です。もし私が新津在住でなければ、前者には入会しなかったで 

しょうし、私が新潟交通の株を持っていなかったならば、後者には出席しなかったでしょう。 

そうです、名は体を表すと同時に入会者、出席者を限定・束縛いたします。当クラブに入会さ 

れた方で、新津以外の人は必ず「新津在住ではないのですが----」と一歩引いて参加の意思表 

示をされます。この方々は勇気ある人です。その勇気がなく当新津クラブに入会をためらって 

おられる方もいるのではないかと思うのです。現に私がそうです。その国際交流クラブの名称 

に他の市町村名が付いていたら、私には入会を申し出る勇気は有りません。私は以前から当ク 

ラブ名を広域化することを提案致しておりましたが、なかなか賛同されず、忸怩たる思いでお 

りました。 そこで勇気を出し、二三の方に当たってみました。その理由は長年の新津在住か 

らの愛着・こだわりに尽きるようです。どうもそれ以外の要因から来る反発は無いように思わ 

れました。只々「新津」を残したい、これだけなのですね。私はこれを保守的と表現してしま 

うことに多少の抵抗を感じましたが、それに替わる適当な語彙の持ち合わせがございませんの 

で、そのまま話を先へ進めます。内部が保守的になった時、内部に於いて、変革・進歩に抵抗 

する力が発生します。それを外部から見ると排他的・閉鎖的に映ります。その結果、その後の 

リスクを内部が負うことになります。そうです、「新しい風」が入り込まなくなるのです。 

                                                            

                                                                

                                                                        

                                                                     

                                                                       

                                                              

▼新しく入会希望者のために「門戸は広い」とアナウンスしませんか。「新津」は駅名を残し 

ていずれは消えて行きます。ちょうど博多の様に。「新津図書館、新津商工会議所の新津って 

何のこと？」そういう時代が必ず来ます。歴史は不可逆的に進みます。もはや、新津市へ戻る 

可能性は皆無でしょう。 

 

                   －5－ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

▼いくつかの広域的な名称を考えてみました。まず「新潟クラブ」。 秋葉区は新潟市です。 

新潟クラブが「中央区になければならい」という必然性は全く有りません。しかし、以前の 

新潟クラブが解散宣言を出していない今現在、道義的に無理でしょう。 

▼次に「秋葉クラブ」です。当クラブに小須戸地区が増えるだけで、逆の意味に取られます。 

呼称を変えたことが「なんだ！秋葉区限定か」となります。 

▼次の候補は「蒲原クラブ」です。ご存じの様にこの名称は当クラブの前身名です。しかし、 

旧電話級の発足により、ハム人口が増え、新津・五泉・水原と分離、独立して行きました。 

ちょうど旧ユーゴスラビアの様に。 この名称は私が常々、提案しておりました。 しかし、 

平成の大合併で、蒲原地区が極端に狭域化いたしました。それとともに、いずれは「蒲原っ 

て何処よ！」となります。もはや「お薦め」ではありません。 

▼最後は「下越クラブ」です。「上越クラブ」と覇権を争う雰囲気が醸し出されれば、広域化 

を超えた、想定外の効果が得られます。どうです、これで行きませんか。 

▼下越より広域な呼称に「越路クラブ」が有ります。しかし、これは私の過去の怨念から使い 

たくありません。「越路」は北陸道の古称で、あくまでも線状で、二次元としての面積をも 

ちません。ネーミングには教養とセンスが要求されます。最悪の例は「カルピス」でしょう。 

           
      旧蒲原地区 

 

▼いよいよ本題に入ります。よく、共同体の活性化には よそ者、ばか者、わか者 の三者が 

必要と言われます。 外部の視点を持ち、客観的な見方が出来る「よそ者」、信念をもち、実 

現のためにのめり込むことが出来る「ばか者」、 エネルギーに溢れ、チャレンジ出来る わか 

者」を指します。「よそ者」は「下越クラブ」への変更で解決。「ばか者」これは全く問題なし。 

逆に当クラブはこれが多過ぎて、「船頭多くして船、山にのぼる」の心配さえ有ります。「わか 

者」、これが当面の最重要課題です。これに関してはもはや、学校には頼れません。 私の今ま 

での経験では、同じサークル内に親子または、親子三代での参加は決して珍しいことでは在り 

ませんでした。休日の当クラブの行事に「何故、子供に見せないのだろう。 父親失格だ。」と 

不思議に思ったことも有ります。類は友を呼びます。この辺から、解決の糸口が見つからない 

でしょうか。もっとも私の場合、孫でさえ、私に付いて来る歳ではなくなってしまいましたが。 
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JH0JVA / 髙橋  

 

アワードとは、アマチュア無線で交信した地域や局数などの成果を証明し称えるもので、証明書や認定書

とも言い換えられます。アワードは、JARL をはじめとする世界各国のアマチュア無線団体やクラブ・個人な

どが発行していて、申請条件によりやさしいものから難しいものまでいろいろあります。 

日本アマチュア無線連盟が発行するアワードの中で、最初の目標としてのおすすめのアワードの一例をご紹介 

いたします。 

 

 AJD：国内の 10 コールエリア（1エリア～Φエリア）の各 1局と交信  

 WAJA：国内の 47都道府県の各 1局と交信  

 JCC：国内の異なる市（100-700市まで 100刻み）と交信  

 JCG：国内の異なる郡（100-500郡まで 100刻み）と交信  

 

その他日本国内の有名なアワード 

 よみうりアワード：10000局と交信。読売新聞社が発行。・・・かなり難度が高いです。  

 綴り字アワード：地域の特産などに関する単語をコールサインの末尾の文字（ラストレター）で綴るもの。  

 

日本国外の有名なアワード 

 DXCC：世界の 100エンティティー以上と交信  

 WAC：世界の 6大陸と交信・・・ DXerの最初の目標です。 

アワード申請の方法としては、自己宣誓式・交信 QSLを提出して認証を 

受ける・JARLの代行証明を受ける。などいろいろあります。 

 

さて、今話題の eQSL.cc (Electronic QSL Card Centre) は電子的な QSL カードの交換システムで、 

インターネットを通じて、交信相手に QSL カードを送る事ができます。JTDX・WSJT などと組み合わせ

れば、自動的に電子 QSLを自動発行が出来ます。 

このシステムのスゴイ所は、交信局との QSL処理がネットで行われ、 

ときには、交信中に QSLが来る時があります。Hi  

eQSLシステム内だけの電子アワードが複数、準備されており、 

規定の条件をクリアして、アワード申請すると、ダウンロードできます。 

しかし、まだ、世界の各アワードの対応については、準備段階のようですが、 

まだ、代行申請できる・出来ないが、あるようです。 

アマチュア無線を続けて行くにつれ、だんだんと、交信局数も増えてきます。 

アワードを目標の一つとしていく事も、ハム・ライフを長続きさせていく 

コツだといえます。 

各局、ぜひ、手の届くアワードから、チャレンジしてみませんか。 

 

 

JARLホームページ、アワードの電子申請の概要

http://www.jarl.or.jp/Japanese/1_Tanoshimo/1-2_Award/email-appli.htm 

 

－７－ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AA%AD%E5%A3%B2%E6%96%B0%E8%81%9E%E7%A4%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AD%98%E5%88%A5%E4%BF%A1%E5%8F%B7


 

 

 

 

 

クラブ、各イベントの中止について 

新型コロナウィルス・感染防止のため、残念ながらクラブ、各イベントが中止になっています。 

クラブ定期総会は、無期限の延期、また、6月の移動運用も中止となります。 

連絡などは、メーリングや、クラブホームページ、ロールコールにて御案内したいと思います。 

また、クラブへの伝達などは、役員、または、メーリングでお願いいたします。 

 

支部大会の中止のお知らせ  〜支部ホームページより～ 

現在、新型コロナウイルスの感染拡大が終息の方向が見えない状況であり、新潟県内の各行事も 

軒並延期や中止が発表されている状況であります。 

支部活動のメインである、支部大会に関して以下の通り決定させて頂きましたので、ご案内いたします。 

７／１８(土) クラブ代表者会 ・ 支部大会前夜祭  ７／１９(日) 第４８回 JARL新潟県支部大会は、 

中止となりました。 

 

新潟エリアからの記念局運用予定です。 

２０２０/５/１－７/１９   ８Ｊ０ＷＡ   ＪＡＲＬ長野県支部・新潟県支部大会記念 特別局 

２０２０/９/１－１０/３１  ８Ｎ０ＣＬＮ   受信環境クリーン月間 

※ ８Ｊ０ＯＬＹＭＰＩＣ ・ ８Ｎ０ＯＬＹＭＰＩＣ  オリンピックＰＲ局（移動・固定）は、オリンピック開催が 

延期となり、今後の明細が決定するまでの間、開設・運用を見合わせることになりました。 

 

2019年・年間ランキングの結果です。 

一位・JA0YI / 落合さん 二位・JA0AXR / 平野さん 三位・JR0NVX / 帆刈さん 

 

2020年 マラソンコンテストの結果です。 

一位・JA0BAJ / 船木さん 二位・JA0YI / 落合さん 三位・JG0PXL / 井浦さん 

各局、入賞おめでとうございました。 

 

アマチュア無線フェスティバル ハムフェア 2020 を、今年も 10 月 31 日(土)・11 月 1 日(日)の 2 日

間、東京都江東区有明の「東京ビッグサイト」西 3・4 ホールで開催します。 

今年で 44回目の開催となるハムフェアは「令和にはばたけ アマチュア無線！  

～集まれ ＷＡＫＡＭＯＮＯ～」をキャッチフレーズに、新時代に向けた 

アマチュア無線のさらなる発展とこれから世代を超えて活躍される 

若者に焦点をあてて、ビギナーハムもベテランハムとともに 

アマチュア無線の魅力を発信し、アマチュア無線の振興を推進 

していくことを呼びかけます。 

 

 

 にいつクラブホームページ  http://www.ja0ymp.net/ 

 がぞうけいじばん  

 

－８－ 


